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s. MIGIT A and M. ICI-IIKI: Notes on Cutleria IIlultifida new to Japan 
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78 務類第 10巻第3号昭和 37年 12月
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Fig. 2. Cμtler ia IIII/.lti fid，ι(SMlTI-I) GREVILLE 

A， plant of slencler form 

B， plant of broacler form. 

ててさしっかえないと

の乙とで乙とにli(1i~忍を

何たものである。

CμtLeri，α11凶 Ltijidμ

は地'1't(，j及ひ、ヨ ーロツ

パの|民海lζ産して CI/.l-

leriaの代表1"fiともい

えるものであるが， 1 1 

*近仰においてはごii者

需の知る限りでは未だ

その分布については知

られていない。その:<1>:

聴が長崎県lζ産する乙

とは興味ある乙とであ

りここに日本新j主とし

て報告したいと思う 。

さて本極は Fig.2

lζ見られるように基郎

は小さい盤状部で基物

lζ付着し，体は直立し

て両さ 5~30 cm 位ま

でのものが見られた。

しかし，他の文献では

1O~40 cm (NEWTON， 1 93 1 ) 及び 5~15 cm (KYLIN， 1947)等という記i肢もあ

り，かなり変化があると忠われる。叉状分岐した体は|時に三叉状K分岐し，

上方にゆくにつれて分 11成もひんぱんになり，幅主たくなった紋はかなりねじれ

ているのも見られた。その分岐点は広間せず，各校の]頁端lζは長い毛をもち

明らかに]}J毛生長することを示している (Fig.3， C)。

水利ーには I~II-r; の狭い休 (Fig.2 ， A)とlよい体(Fig.2， B)のものがあり， i1ij者

は休の」下;'~ií とも約 2 mm の IVh '; となっている 。 しかし後者では幾分張状をな

し 1最もl隔11-、い iffi~ ~ で はがJ 10 111m Iζもなる。 その分|肢のようすも不規則に

なり，上半部ではいちじるしく狭少な校になっている。乙れらを比絞する |時，

一一つ一一】
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右回 ・ー木 九州西岸(C産する Cutleria川 111./ i.メ，~/a について 79 

Fig. 3. Cutleria.川 IIlt.ifida.(SMlTI-r) GREVILLE 

A， female gam巴tangia，X 350. B， male gametangia， X 350. 

C， apex of the thallus， X 150. D， transverse section of th巴 thallus，X 40 

両者は別極かと忠われる程であった。 なお休のIV1lrIがdkいものは LINDAUI三R，

CHAPMAN and AIKEN (1961)の記e肢から判断して C.IIlUltポda(SMITH) GRE-

VILLE var. taojica GRUNOW !ζ幾分似ていると忠われる。

イ本の横断而を見ると j支層 lζ は小7r~の有 色の刻1\胞がぎっし り と 1 ~2 屈を

なして並び，内部はかなり大形の刻1I1J包で柔組織的柿むをしてい るのが観察さ

hた (Fig.3， D)o 

ノ 本語の配 (11~ 休は øtiU4t異名1< で ， v.i. jII保湾ではほぼ|司数の雌雄の体が採集さ

れた。配偶子泌は休の表而に点状のmをなして散花しているのが認められ，

配偶子議lt下は雌がJ4fより出い色を果するが，外形的lζはdti(J4(の配偶休の1m，ζ
は何 らのl¥JIllt11もないようである。

i昨年kの雌判配(11)子泌 (Fig.3， A) は， 表皮細I\jJ~から失 l li した 関 iWi校の先立;jJ

又は側而 lζ ついていて，やや大形で円柱形，長さ約 45~75μ，幅 25~40μ で

3 



80 ~類第 10 巻 ~3 号 11日手n 37 年 l~ 月

l付J11の都1111包は表日11切では 2縦列

をなし，とれらは4又は8段に区

切られているのが矧祭された。

乙の配山子泌が品目的rfiiiでは 4本

からなっている乙とは， SMITH

(1955)の図によく 一致する。

Þ1U~の雄事1 : 配{lJj子泌 (Fig.

3， B)は， ~ti( iζ くらべて小さく制11

以くなっており，長さ約 50μ，

'Plii 10-15/1までのものが見ら

れ体表而から長くのびでた分岐

の多い関節枝の側1(liK一つずつ

1!!¥州でついている。内部は数多

くの小宗ーに区切られていて表市i

IiJJでは 2又は 4-5縦列をなし，

乙れらは 201~仇まで区分され

ている。 との配(lJj子治2はtW断日11

では 8去になっているととが制

祭されたが乙れも SMITH(1955) 

の区liCよく一致した。

イ本は YJ，小~_i又は以 j'Ö:'上に

JjJf: 

りjμ広iム、純IJ川J川l1，κζ分A布Jしている。

、，

J 9 fI '~ 

、s
. 

.、
匂 ‘マネ今* 

持

A" '‘ 

ゆ ゆ ，

錦、

Fig. 4. ClIlIeria lIIu/tijida (SMITH) 

じREVILLE

A ancl B， • ¥g/auzulli{/-stagc， A， X ~， 

B， x100. 

~lfJ'傑肢について KYLlN (1947)は 10-20111と報(lIしているが，16: Il!:以

前では平均低i， :ÿげtt lífj 近より 7.1<派 8m 位の海JJ主で保比された。 ~ .'i'，ζ{氏湖線よ

り4111までのノK13Eでコモ ンナガブク ロAゆeJ・OCOCCLlSbullosl/.s，ヨコジマノ リ

Slru川 iaattenuωα 25-と混生して多数生育している。

配間体は 12刀上 rll旬iζ 1-2cmの幼休が H:JQし 2月頃には数 Cln""""'"

10 CIl1 K_仲長し， 3-4月以降に配偶子磁の形成が兄られるようになり 6-

7月lζ消失する。配flJj子は 4月頃からli文出され始め，そのlJ{tJDJは5月上rl'句

のようである。 なお 11月lと亦下するワカメのJり'II(用の ロープにも本経の配

flJJ休の荒生がfリ11問者宅された。 本科の AgLaozollia-stageとよばれる胞子体

- '1 
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(Fig.4)は，培養では観察しているが天然では未だ発見していない。本種が佐

世保湾やその近接地に生育する乙とは，船体について外岡より運ばれたもの

が環岐条件の適合した乙の湾内で噌硝して大尽に生育するようになったもの

と考えられる。

本穫の有1名についてはその外観から、乙とに「ひらむちも jと名づけた

いと思う。

稿を終えるにあたって政瀬川教授に対し，その生前の街l懇篤な御JH呼に

心より感謝巾し上げ，また木研;の査定について創l教示戴き，本稿の御校闘を

下さった北大・山田幸男教授及び材料の提供その他で多くの御助力を戴いた

九大・吉田忠生氏に厚く御礼申し上げるの

Summary 

(~lIlleria IIl1dtifida (SMITH) GREVILLE is here reported as ne¥v to Japan. 'fhis 

alga was collected from Sasebo Bay and its vicinity， Nagasaki Prefecture. 'l'he 

gametophyte of this species is found in the months from November to .Tuly of the 

next year， and becomes fertile in April ancl May. The sporophyte (.4glaozollia引 age)

grew up in culture， but it has never been seen in nature. 
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